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・科研費キャンペーンを行うとともに，若手と新任の教員などを対象として，科研費応募調書を主とした書き方講
習会を引き続き実施する。また，科研費応募調書の添削数を増やす仕組みを作り，記載内容の改善を進める。さ
らに，大型種目への応募を増やすため，キャンペーンを増強し，不採択時のセーフティネットを拡大する。

　科研費キャンペーンおよび，若手と新任の教員などを主対象とした科研費応募調書の書き方講習会を，大型種目への応募，
文系分野での応募，審査委員からのアドバイスなどを含めて，津島および鹿田地区でそれぞれ３回ずつ実施した。また，科研費
応募調書の記載内容の改善を図るため，応募調書の添削についても8月に実施した。添削の実施に先立っては応募調書ブラッ
シュアップの必要性を訴えるとともに，科研費申請および応募調書添削に対する意向を調査した。さらに，大型種目への応募を
増やすため，キャンペーンを行い，H27年度大型種目および基盤Bで不採択（評価A,Bのみ）の教員80名に対して，今回も同様な
種目への応募を要請し半数から返信を得た。平成27年度大型種目の不採択時のセーフティネットについては，4名に支援を行っ
た。科研費で新設された国際共同研究加速基金（国際共同研究強化）への応募も呼びかけ，有資格者 109名のうち25名が応
募（応募率：全国平均の2倍）し，7名（採択率：28％）が採択された。
　科研費大型種目の獲得増大のために，H27年度の科研費細目別採択数（過去5年間の新規採択）で，岡山大学が上位10機関
に入っている各細目（細目数：54）において，リーダーと目される教員に研究グループの形成と応募増加の要請を2月初旬に行っ
た。内36名から回答があり，前向きの回答が12件に上った。

・URA執務室を中心に，書誌情報やランキングに関するデータを収集し，その分析を継続する。また，「橋渡し研
究加速ネットワークプログラム拠点」に選定され，中国・四国拠点としての整備が進む岡山大学での新たな学内
シーズ探索から得られる情報も加え，全学規模での研究者を特定した研究力の分析を進め，外部評価，各種客
観的データを指標として，研究者及び研究プロジェクトを評価・検証し，研究大学としての強みの特定と再確認を
進める。

　研究の量および質に着目した書誌情報に基づき、大学全体及び研究分野別における研究力分析を進めた。また、特定部局お
よび研究グループに関する論文情報を取りまとめ、多方面より研究分析を行った。さらに、高被引用論文（トップ１％被引用論
文）を研究者個人と紐付け、分野別及び組織別に振り分けることで分野における大学のトップ研究者を特定した。また、組織お
よび教員個人の研究論文情報整備を進めることにより、研究パフォーマンスの向上に繋がるように取り組んだ。
　各種の世界大学ランキングに関する最新情報を収集・整理し、本学の立ち位置を明確にすると同時に、大学ベンチマーキング
を行った。また、トムソン・ロイター社が選出した「高被引用論文著者：論文の引用動向分析による、影響力の高い科学者」
（2015年）に本学の馬教授と山地准教授の両名が選出される画期的な事例をもとに、影響力のある研究者の探索や研究力強
化・促進につながる研究戦略策定・広報・情報提供などのマネジメントを実施した。

　④-1　目標  中央省庁やファンディングエージェンシー等からの情報収集を積極的に行い、外部資金獲得に向けた研究プロジェクト立ち上
げ支援を行い、「JSPS平成27年度新学術領域研究（研究領域提案型）」、「ＪＳＴ国際科学技術共同研究推進事業（戦略的国際
共同研究プログラム）」などの採択（内定）につなげた。
　研究大学強化促進事業の計画に従い戦略的な研究推進を実施する目的で、平成２７年６月及び９月にグローバル最先端異
分野融合研究機構及び自然生命科学研究支援センター、異分野融合研究コアにおける研究活動報告会を実施し、活動状況の
把握を行った。併せて,今後の活動の方向性及び支援について意見交換を行った。また，グローバル最先端異分野融合研究機
構の研究活動の中間評価を実施している。（３月中に評価終了予定）
　学内研究者との面談や研究成果発表等を通し、学内研究シーズの収集を行い、イギリス、カナダ、イタリア、フランス等の研究
者とのマッチング及び共同研究プロジェクトの立ち上げを推進し，１件は採択に至り、２件は立案中である。また，インド国との連
携強化のため、インドの研究機関（コルカタ、トリバンドラム）への研究者、病院関係者らを派遣し、国際共同研究連携会議を4回
開催し、連携強化を図った。
　ポテンシャルの高い先端研究について、積極的かつ戦略的なプレスリリース等を通して国内外への研究成果発信を行った。Ｕ
ＲＡを中心に、海外大学研究機関を訪問し、ポテンシャルの高い研究プロジェクトの紹介も積極的に行った。また、研究大学強
化促進事業の一環として、若手のアクティブな研究者６名を対象に，海外に派遣し研究成果発表を行うプログラム「ＳＡＫＵ」を実
施し、岡山大学の認知度向上及び国際連携先の開拓にむけた取り組みの強化を行った。
　岡山大学の現在の国際的認知度を把握し、これまでのアウトリーチ活動の成果や今後の活動の参考にするために、インター
ネットを使ったアンケート調査をアメリカ科学振興協会（ＡＡＡＳ）に依頼し、実施した。また、個別の先導的研究成果や女性研究
者を、関係省庁に積極的に紹介するとともに、積極的に省庁関係者の招聘や会合への参加を促し、教員の政策への関心度を
高め、大学のポテンシャルについて普及を図った。

　研究交流部との全面的な連携のもと下記の業務を行う。

①外部研究資金等の獲得の推進
・社会的に重要性の高い研究課題を分析し，大型競争的資金獲得に繋がる研究プロジェクトを提案し，岡山大学
の強みを活かした企画に仕上げる。また，研究大学強化促進事業の計画に従い戦略的な研究推進を実施するた
めに，平成25年度に設置したグローバル最先端異分野融合研究機構の研究活動の中間評価を行い，更なる研
究活動の活性化に向けた支援を行うとともに，URA等をコアとして，国際連携に繋がる研究を発掘し，国際共同
研究を促進する。さらに，ポテンシャルの高い先端研究を把握し，支援策の検討を行うとともに，研究成果の認知
度向上の支援を行う。

・URAや研究推進本部等の学内組織を中心に，学内・学外とのコラボレーションの推進や外国人研究者の招聘支
援を行い，異分野連携や新分野の創出に向けた支援を行う。

　外国人研究者を岡山大学に招聘し「ＵＲＡ　Internationalセミナー等」を実施し国際レベルの異分野連携やプロジェクト創出に
向けた支援を行った。また研究者の研究戦略を発表し、そのシーズとニーズを研究力強化に結びつける「岡山大学Future 
Session」を5回開催した。他方、本学が拠点を務める農林水産省異分野融合共同研究事業において「革新的ウイルス対策技術
分野叡智共有化プラットフォーム」をURAが構築し、国内では岩手、東京、岡山、奄美、鹿児島で、海外では世界的最高の獣医
研究所であるハルビン獣医研究所(中国)や有数の農業産地である内モンゴルにおいて国際ワークショップを開催し、本学を起
点に国内外研究機関との連携を深めた。

・グローバル最先端異分野融合研究機構の各教員が集中して研究を行える環境を提供する。また，URA等が「橋
渡し研究加速ネットワークプログラム拠点」プロジェクト，異分野融合研究プロジェクト等に参画し，具体的なプロ
ジェクトの立案，提案ができる環境を構築する。

　ＵＲＡ，研究推進本部等を中心に外部資金情報の提供や申請支援等を積極的に行い，研究者が研究に専念できる研究活動
推進体制を強化するとともに，、海外マッチング先の開拓等を支援し、国際連携強化を行った。また，プレスリリース等を中心に
ＨＰでの積極的な情報発信や東京・横浜等で行われる展示会への出展支援により研究成果の公開を行った。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
  

来場・来客者数（目標：平成26年度と同水準）

④機構業務

　③-1　目標 第１０回目の「岡山大学知恵の見本市２０１５」を全学主催で創立五十周年記念館にて１２月に開催して，１件の講演，７４ブース
の出展，内６件の口頭プレゼンテーションを行った。参加者数は，来場者および学内関係者を含めて４９０名と過去最多であっ
た。本学臓器移植医療センター・大藤剛宏教授に依頼した講演「移植医療の革新－世界初”ハイブリッド肺移植”手術の現状と
展望」は非常に感動的な内容で，参加者の反響が大変良かった。来場者アンケートは１９２枚を回収し，今後に役立てる材料と
してワーキンググループ反省会でも内容を吟味したところ，企業関係者は２５％（４７名），居住地は岡山市が７割（１３６名），県
外者が１５名，行事告知は案内チラシとホームページを見た人が多かった一方で産学官融合センターメールマガジンや岡山県
産業振興財団が配信するOpticnewsで７回配信したメルマガを意識した方は１割（２６名）と少なく，講演の評価は５点満点で４.７
点と非常に高く，口頭プレゼンテーションには９～１９名が興味を示し，全体的に仕事に役立つ情報があったかとの問いに学外
者の「はい」は５０名で「いいえ」の１１名を上回り，学内向けにも広報を行うべきと言う意見が学内外からあった。１４：１０に締め
切った時点でのアンケート集計結果から，反響の高かった上位３ブースの研究者に山本機構長から優秀出展賞の表彰状を授
与し，後日報奨金（５万円／件）を寄附金として振り込んだ。これは第１０回記念行事として行ったが，次回以降も継続することと
なった。

①研究成果の展示発表及び公開講座の実施
・第１０回目となる「岡山大学知恵の見本市」を全学主催で開催し,地域企業への案内を行い,参加を促す。また，
出展者の表彰を行うなどの内容の充実も図り，教員・企業の積極的参加を促す。これにより,地域企業と教員の接
触の場を形成し，連携研究のきっかけ作りのための場を充実させる。

・本学の研究成果についてのアウトリーチ活動として，岡大サイエンスカフェを市民の科学技術・保健医療・人文
社会科学などの関心を反映させたテーマにより継続する。さらに，首都圏での岡山大学の知名度を上げるため
に，引き続き「中央区民カレッジ」連携講座に参加する。

　本学の研究成果についてのアウトリーチ活動として，岡大サイエンスカフェを引き続き隔月に開催している。人文系，理工系，
医療系の各テーマについて実施し，毎回110～130名の参加者を得ている。さらに，首都圏での岡山大学の知名度を上げるため
に，引き続き「中央区民カレッジ」連携講座に引き続き参加し，11月の毎金曜日に計4回開催し，アンケートの結果「よかった」と
の回答が94％であり、好評を博した。

　③-2　目標とする（重要視する）客観的指標

③社会貢献(診療を含む)領域

　②-1　目標

　②-2　目標とする（重要視する）客観的指標

②研究領域
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　①-1　目標

　①-2　目標とする（重要視する）客観的指標

①教育領域

組織目標評価報告書（平成２７年度）

部局名： 研究推進産学官連携機構 部局長名： 山本　進一

目　標 目標の達成状況（成果）及び新たに生じた課題への取組
（部局での検証とそれに対する取組）



【総括記述欄】
　※管理・運営面についても検証した上で，今年度の達成状況を総括し，次年度に向けた改善点等を記載してください。

　「橋渡し研究加速ネットワークプログラム拠点」の体制整備および中四国地域の大学分を含む具体的な研究シーズに対するコンサルティング、評価等について、大学病院主催の重要会議に参加し支援を行うなど、大学病院・ＵＲＡとの密接な
連携により同制度を軌道に乗せた。また、産業界に対して大学病院の医療現場のニーズ、医療機器等に関する研究シーズの発信、医療機器メーカー等からの企業ニーズの発信を行い、産学の交流を図る医療展示会「中央西日本メディカル・
イノベーション」は27年度で3回目となり、産業界の参加エリアも中四国地域および近畿地域などの広域に拡大するとともに、参加企業の規模も地場中小企業から大企業に拡大している。特に27年度からの新たな取組みとして大学病院の院内
ツアーを組み込んだことは産学官から高い評価を得た。これと併せて、国際医療機器創出基盤整備事業（厚労省）により医療機器開発人材の育成（次世代医療機器開発プロフェッショナル育成プログラム）にも取組んでいることにより、医工連
携による医療機器開発の基盤が着々と進んでいることは、この分野の先進事例として高く評価される。
　研究シーズと企業ニーズをマッチングさせ共同研究等につなぐ取組みについては、東京・横浜等における戦略的出展支援が17.1倍に及ぶ費用対効果をあげるとともに、さんさんコンソの新技術説明会などによる研究シーズの発信並びに「産
から学へのプレゼンテーション」による企業ニーズの発信に取組み、全国平均を上回るマッチング率を上げていることは評価に値する。
　また、外部研究資金等の獲得および知的財産による技術移転については継続的な取組みを進めており、とりわけ27年度において岡山大学シリコンバレーオフィスを開所し本格的な活動を開始したことで今後海外も含めた成果の拡大が期待
される。
　連携機構全体の協力体制により運営し，全学主催で開催している知恵の見本市についても過去最多の来場者が広域から参加するなど、岡山大学全学の研究成果を発信する場として社会的に認知されてきたものと評価される。

・ＵＲＡ・研究交流部と連携・分担しつつ，競争的資金情報を収集し学内へ周知するとともに，研究プロジェクトの
形成に向けた支援を行う。このため，中央西日本メディカルイノベーションの開催を通じた医工連携の推進及び異
分野融合によるアクチュエータ研究支援等を行う。

　岡山大学（プレ共同研究事業）をはじめ、各機関（ＮＥＤＯ、経済産業省、中国産業創造センターなど）の競争的資金情報を収
集し、学内に周知するとともに、各機関の担当者の説明会・個別相談会を開催した。これらの情報はコーディネータ間で情報共
有するとともに、学内教員へ情報提供と応募者・採択者に対する支援を実施した。
　この一環としての医工連携に向けた展示会「中央西日本メディカルイノベーション」を開催し、医工連携に関する講演並びに医
療現場のニーズ、大学の医療関係研究シーズ、企業のニーズ・技術情報のプレゼンテーションを実施するとともに、個別相談
会・交流会を行い、来場者は26年度の331名を上回る延べ370名であった。また、27年度は新たな企画として、参加者６１名によ
る岡山大学病院の院内ツアーを実施し、産業界から好評を得た。アクチュエータ研究に関しては、プレゼンテーションの中で1件
のシーズ情報発信が行われるとともに、おかやま生体信号研究会を併催して産学の事例発表が行われた。会場において研究
シーズ等の展示・プレゼンテーションを行った11名の本学研究者に対しては23件の個別面談が行われるなど、医工連携（医療
機器開発等）に関する産学連携・医工の学学連携に対するニーズが非常に大きいことが確認された。これらに関してはコーディ
ネーターにより引き続きニーズ・シーズのマッチング、医工連携に向けたコーディネートを継続していく予定である。

・研究スペースの全学的一元管理体制の整備を引き続き進める。更に，中国・四国地域で唯一の革新的医療技
術創出プログラム拠点に選定されたことで，新たに追加された組織，導入された設備の整備，及び機能の強化と
これらの効率的運用を促進する。

　全学のオープンラボの管理・貸与の申請／終了処理などは，研究推進本部を主とする研究推進産学官連携機構が一元的に
担当し問題なく進めている。
　大学病院内に橋渡し研究部橋渡し研究支援室を設置し、新規に3名を採用してシーズ収集と評価の担当とし、改組して発足し
た「医療系本部」には新たに、本部長以下を任命して体制整備を進めている。これにより、津島地区にある他の研究推進産学官
連携機構各本部担当者と円滑に連携できる組織的で効率的な仕組みを構築している。更に、学内の情報統括センターにシーズ
収集に関わるサーバーを移管し、Web上のHPから、中国・四国地域にある大学からシーズ登録が行えるシステムを立ち上げ、
稼働させている。同システムで収集したシーズ情報は、新たに岡山大学拠点に導入したトムソン・ロイター社のデータ検索システ
ムを使い、各シーズ毎に、その競合状況、特許性、臨床状況などの分析を進め、研究開発委員会シーズ評価部会資料に収載し
て、その審査に役立てている。

　④-2　目標とする（重要視する）客観的指標
競争的外部資金受入状況（目標：２件）
海外技術移転状況（目標：２件）
知財年間収入状況（目標：第一期中期目標期間実績平均額）
共同研究・受託研究受入状況（目標：平成26年度比＋５％）

・ＪＳＴによる国際出願支援制度の変更を考慮して，独自の海外権利確保の方針・手順を策定する。また，国内外
の技術移転機関との連携及び米国駐在の知的財産本部員の活動拡大を通じて，研究成果の国際配信と技術移
転作業を本格化する。また，引き続き保有特許の価値分析を行い，知財維持管理経費の適正化を行うとともに知
的財産の形成・維持・管理・活用に向けた体制の有効性を確認する。

　海外特許権の確保に向け大学独自にPCT出願を行い、出願後に発行される国際特許調査報告書を活用し企業交渉を開始す
る岡山大学独自の海外権利確保手順の発明審査委員会了承を得た。また国内外へ向けた技術移転活動では、ＮＰＯ法人格を
有する岡山大学シリコンバレーオフィス：ＯＵＳＶＯ設立を完了し、所長によるの本格活動が開始された。具体的には、米国LES
でのブース展示（継続して３回目）やシンガポール国営で新技術の国際探索と技術移転を主業務とするＩＰＩ社との連携契約締結
とＩＰＩ社を活用した本学研究成果の配信開始、さらに米国 Foresight Science & Technology社を筆頭とする国内外の技術移転
機関と連携した技術移転活動の本格化に加え、大学が海外向けに配信するe-bulletin を活用した知財トピックス紹介にも注力
した。その結果、海外ベンチャーキャピタルを含め企業への技術移転成果が拡大し、平成26年度技術移転実績（900万円）に対
し、1月末時点で200％以上の成果を達成した。また、知財維持管理経費（知財確保、管理、活用等）の適正化を目的に特許管
理評価委員会をスタートさせて保有知財の棚卸しを開始した。今年度は特許管理評価委員会を経て１５件以上を，その他で１５
件の棚卸しが完了した。これらの活動を通じて得られたノウハウや活動内容を平成28年度からの新たな国際貢献活動に反映さ
せる作業を開始した。

③産学官連携活動の推進
・中国地域産学官連携コンソーシアムの活動を通じて，中国地域の産学官連携における岡山大学のイニシアティ
ブを発揮するため, 中国地域産学官連携コンソーシアムの共同事業として実効性が見込まれる情報発信事業を
行う。

　中国地域の大学・高専の研究シーズを発信する「さんさんコンソ新技術説明会」を11月5日東京において開催し、正会員9大学
から10テーマの研究シーズを発信した。
　また、企業から大学の研究者・コーディネータに対して企業ニーズを発信する「産から学へのプレゼンテーション中国地域版」
については、11月26日に岡山市（岡山コンベンションセンター）において開催し、４社から延べ229名の大学・公的研究機関等の
参加者に対し企業ニーズを発信した。
　これらの今年度実施した事業については，DOWA㈱と300万円の共同研究につながり、さらに2社についてコーディネーターが
マッチングを図っているところである。また、昨年度・一昨年度の実施分について今年度も継続してコーディネーターによるフォ
ローアップ活動を継続した結果、トヨタ自動車㈱（44万円＋880万円）、シャープ㈱（50万円予定）、本田技研工業㈱（216万円）、
㈱日本製鋼所（技術指導）、㈱アステア（新産業創出研究会事業100万円＋日本非破壊検査協会助成150万円＋経産省地域
オープンイノベ事業による受託研究50.9万円）等の資金獲得・社会貢献につながった。これはJSTが実施する「産から学へのプ
レゼンテーション」の全国のマッチング率23.3%を大きく上回り、46.7％となっている。
　「さんさんコンソ・知財教育セミナー」等の事業を実施するため、岡山大学は幹事校および事務局長として企画会議、運営会議
等を開催しながら、さんさんコンソ（中国地域産学官連携コンソーシアム）の活動をイニシアチブを発揮してリードした。
　これらの成果が評価され、27年6月に産学連携学会から表彰（業績賞）を受賞するとともに、鳥取看護大学が新たにさんさんコ
ンソに加盟するなど、現在も正会員が増加している。（26年度末の正会員校26校、27年度末の正会員27校予定）

・ＪＳＴの新技術説明会や全国規模の展示会等において，岡山大学の研究シーズの戦略的な出展を行うととも
に，事業の成果の検証と共同研究・技術移転等へ向けたフォローアップを行う。

　岡山大学の研究シーズの戦略的なＰＲを行うため、Bio tech 2015（5/13～5/15、ライフサイエンスワールドが名称変更）、イノ
ベーションジャパン2015（8/27～8/28）、Bio Japan 2015（10/14～10/16）、六大学新技術説明会（11/17）、岡山大学新技術説
明会（1/15）、nano tech 2016（1/27～1/29）への出展を支援するとともに，企業から大学の研究者・コーディネータに対して企業
ニーズを発信する「産から学へのプレゼンテーション中国地域版」（11/26）を開催した。
　さらに、これまでの戦略的出展支援の成果（H22～26）についての検証を行い、出展に関する費用に対し、出展を契機とした共
同研究及び競争資金獲得金額が17.1倍に及ぶことを確認した。27年度の出展支援分については出展件数32件、延べ聴講者数
1884名、延べ商談数111件と昨年度とほぼ同じであるが、既に共同研究契約1件（200万円）、サンプル提供1件（30万円）が成立
し、多くの引き合い・協議が進んでいる。引き続きコーディネーターによるフォローアップ活動を継続していく。

・コーディネーターによる研究者への各種情報提供，研究シーズと企業ニーズのマッチング，企業との研究会の
実施等を通じて，共同研究・技術移転等産業化に向けた支援を行う。

　コーディネーターから研究者に対して随時各種競争的資金公募情報の提供を行うとともに，必要に応じて申請書作成支援等
を実施した。
　この一環として、ＮＥＤＯの「中堅・中小企業への橋渡し研究開発促進事業」に係る橋渡し研究機関の申請を行い、岡山大学が
要件を満たす機関としての確認を行った。さらに、28年度に向けての延長申請を行い、認められる見通しである。また、包括連
携先とのコーディネートを通じて18件、1,721万円の共同研究契約および5件、1,400万円の受託研究契約につなげるとともに、
JST主催の新技術説明会等の展示会やさんさんコンソと共催する「産から学へのプレゼンテーション」等を通じて9件、3,106万円
の共同研究につなげた。
　さらに、上記以外のコーディネートを通じて18件、4,107万円の競争的資金の獲得につなげるなど、費用を大きく上回る研究資
金を獲得している。

・地域企業との共同研究発掘のため，プレ共同研究支援事業を継続して実施し，過去の採択教員については共
同研究を含めた外部資金の獲得状況をフォローアップする。また，採択された案件の企業情報を岡大パートナー
企業台帳に登録する。

　昨年度と同様に，２週間毎に４回，研究交流部メルマガにより全学にプレ共同研究支援制度公募情報を案内したが，応募件数
は１３件で前年度の２０件を下回った。審査の結果，予定では８件採択するつもりであったが，７件に絞る代わりに交付金額を従
前どおりの３０万円に維持した。２名の審査員で申請書を評価したが，１件は双方が最優秀とするような高いレベルの計画で
あった。今年度は，このような優秀な計画に対してインセンティブを与えることができなかったが，次年度以降は考慮するよう検
討を行う。
　また，プレ共同研究相手企業の情報は，岡山大学パートナー企業台帳に追加した。なお，平成２６年度に採択した８件につい
て，共同研究への発展や外部資金導入の経過をフォローアップする調査を３月に実施した。

②知的財産活動の推進
・岡大パートナー企業台帳から地域中小企業数社を抽出し，各企業向けの新たな産業価値創出（イノベーション）
活動を継続する。平成２７年度後半には，実践した地域中小企業支援方法（岡大パートナー企業支援システム）
の運営ならびに支援効果を分析・評価した上で有効性を確認する。

　岡大パートナー企業台帳から地域中小企業６社を抽出し各企業の事業内容を勘案した上で個別訪問し産学連携を強化した。
具体的にはベンチャー企業１社に対し、先方の事業内容を確認した上で保有特許（リン酸化プルラン関連）の実施許諾契約を締
結し、さらにＪＳＴ企業支援室に繋げるなど同社が目指す新規事業を進展させた。また、県内企業２社の主要製品の結合を企画
し両社のトップ会談を実現させた。その結果、吸湿性高分子材料を全身サポーターに応用する新機能付加製品の検討が開始さ
れた。また、県内ならびに近県企業２社を連携させ相互守秘義務契約を締結して頂いた上で、本学が保有するノウハウ技術で
あるオリーブ葉からの機能成分を用いる新製品開発を提案したところ，具体的検討が開始された。本学保有特許（5件）の実施
許諾を受ける企業トップとの面談を行った結果、各特許の事業貢献度を精査するなど契約書の見直しを行った上で契約延長を
行った。このほかの岡大パートナー企業台帳記載の企業３社と不実施補償契約を確保した。加えて共有権利を保有する企業５
５社へ特許活用状況のヒアリング調査を実施し岡大パートナー企業台帳の記載情報を更新した。ヒアリングの結果、９５％以上
の企業は権利活用停滞状況であったが、数社からは権利買い取りなどの反応を得た。また実施許諾契約の更新時期となった
複数社と交渉を行い契約条件の改善を確保した。今年度は新規に地域企業６０社以上と交流が開始され、各企業の製品開発
状況や要望等を岡大パートナー企業台帳に記載した。

・重要な外部資金情報については，焦点を絞って教員に情報を提供するとともに，研究交流部，ＵＲＡと連携して
外部研究資金の申請書作成やヒアリング資料作成等の支援を行う。

　重要な外部資金情報については，研究分野・キーワードデータベース，研究グループ登録などを活用して，焦点を絞って教員
に情報を提供し，応募の働きかけを行っている。JSPS「頭脳循環を加速する戦略的国際研究ネットワーク推進プログラム」の応
募書類作成とヒアリングでの支援，科研費基盤研究（S)のヒアリング支援，JSTリサーチコンプレックス事業申請書作成などを研
究交流部，研究推進産学官連携機構，ＵＲＡにより行い，「頭脳循環を加速する戦略的国際研究ネットワーク推進プログラム」に
ついては初めて1件が採択に至った。


